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集団的自衛権の行使容認について慎重審議を求める意見書
　安倍晋三首相の諮問機関「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」が、集団的自衛権の行使
容認を求める報告書を提出しました。
　しかし、集団的自衛権については、「自衛権行使は必要最小限度の範囲にとどまるべきで、自国が
攻撃されていないのに、他国への武力攻撃に反撃できる集団的自衛権の行使は、その範囲を超える」
と従来の歴代内閣は解釈し、憲法上許されないものとしてきました。
　国際社会では、問題の平和的な解決のため、戦争ではなく、さまざまな外交的努力がなされていま
す。東南アジア諸国連合においては、互恵と紛争の平和的な解決の枠組みづくりが大きく前進してい
ます。
　日本は、国連の集団安全保障体制を、憲法の下、平和的な方法によって支援し、戦後70年にわたり
歩み続けてきた平和国家としての道を進むべきと考えます。
　よって、国及び政府におかれては、憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認については、慎
重に審議されるよう強く求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年５月23日
兵 庫 県 加 古 川 市 議 会

議 長　大 西　健 一
提出先：衆参両院議長、内閣総理大臣、法務大臣

意 見 書

開催！
　赤ちゃ

んオリン
ピック

　平成26年第２回市議会定例会は、５月19日か
ら５月23日まで、５日間の日程で開催されまし
た。
　加古川市火災予防条例の一部改正などの条例

案件６件をはじめ、意見書案３件や人事案件２
件等の14件の議案と請願１件について審議され、
そのうち意見書案１件を除く14件の議案が原案
のとおり可決、承認、同意されました。

加古川市火災予防条例の一部改正をはじめ、１４議案を可決

編集・発行　加古川市議会事務局
加古川市加古川町北在家2000
TEL　079－427－9303

平成26年第2回
市議会定例会報
平成26年７月１日発行

No.181

【問合先】議会事務局（☎４２７・９３０３　　４２４・９０４３）

政務活動費の閲覧
　会派及び議員が行う政務活動に対して
交付している政務活動費の収支報告書を
閲覧することができます。詳しくは、議
会事務局までお問合せください。　　　
（現在、平成25年４月分から平成26年３
月分までの閲覧が可能です。）

議会史を期間限定価格で
販売中

【書　籍　名】

【販売価格】

【数　　量】
【内　　容】

加古川市議会史
全2巻セット（記述編・資料編）
旧価格18,000円
→新価格8,000円
限定100セット
昭和25年から55年まで
の市政発足以来30年の市
議会の活動内容を分かりや
すく解説　　　　　　　　
　

（平成26年４月１日～12月26日）

　市議会は市民の生活に直接かかわりのある予算や条例等
の重要な事項を決定したり、市長等の執行機関の仕事が適
正に行われているかを監視するなど、大切な役割を担って
います。
　この市議会の様子を傍聴することや、議場を見学するこ
とができます。

・本会議及び委員会を傍聴することができます。
・傍聴の際には、当日、受付で住所と氏名を記入してくだ
　さい。
・議場の傍聴席は77席（車いす席５席含む）、委員会室
　は15席でいずれも先着順です。

・本会議が開かれていないときに、議場を見学できます。
・見学時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。
　（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。）
・申し込み人数は、おおむね10名以上でお願いします。
・議場見学は予約制です。ご希望の方は、事前に議会事務
　局までご連絡ください。

傍　聴

議場見学

市議会の傍聴や議場の見学をしませんか

一般質問……………………………………2
本会議の概要（議決・請願ほか）………4
意見書………………………………………5
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開催！
　赤ちゃ

んオリン
ピック

　５月30日、赤ちゃんオリンピックが加古川
市立総合体育館で開催されました。
　１歳半までの赤ちゃん、120人が参加し、
見守った家族等からの声援を受け、はいはいや
よちよち歩きでゴールを目指しました。　

　５月30日、赤ちゃんオリンピックが加古川
市立総合体育館で開催されました。
　１歳半までの赤ちゃん、120人が参加し、
見守った家族等からの声援を受け、はいはいや
よちよち歩きでゴールを目指しました。　
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議
員　

犯
罪
等
に
よ
る
被
害
者
や

そ
の
家
族
及
び
遺
族
が
直
接
的
被

害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
面
や
精

神
面
で
も
様
々
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
本
市
は
、
犯
罪
被
害
者
等

の
抱
え
る
課
題
や
問
題
点
、
そ
し

て
必
要
と
さ
れ
る
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

市
民
部
長　

犯
罪
被
害
者
等
へ
の

必
要
な
支
援
と
し
て
は
、
犯
罪
被

害
者
等
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
解

決
に
あ
た
り
、
必
要
な
支
援
を
見

極
め
た
う
え
で
、
適
切
な
相
談
窓

口
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等

が
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
ま
で

の
支
援
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
継
続
的

に
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
観
光
振
興
及
び
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

　

シ
ョ
ン
の
設
立
に
つ
い
て

　
　

本
市
の
映
画
、
テ
レ
ビ
等
の
撮

　
　

影
実
績
と
対
応
／
設
立
に
向
け

　
　

て
の
検
討
内
容
及
び
設
立
し
な

　
　

い
理
由
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
　

「
軍
師
官
兵
衛
」
放
送
後
の
交

　
　

流
人
口
の
増
加

○
地
域
学
と
学
校
教
育
の
融
合
に
つ

　

い
て

　
　

か
こ
が
わ
検
定
「
ジ
ュ
ニ
ア
検

　
　

定
」
の
そ
の
後
の
活
用
／
軍
師

　
　

官
兵
衛
の
学
校
教
育
で
の
活
用

○
浜
の
宮
公
園
内
に
お
け
る
健
康
遊

　

具
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

浜
の
宮
公
園
利
用
者
数
の
推
移
／

　
　

健
康
遊
具
設
置

○
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

本
市
の
犯
罪
被
害
者
支
援
／
犯

　
　

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
な
ど
の

　
　

制
定
／
ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　
議
員　

中
学
校
給
食
の
早
期
実
施

に
あ
た
り
、
「
セ
ン
タ
ー
調
理
方

式
」
の
法
的
な
問
題
点
は
解
決
で

き
る
の
か
。
一
方
、
「
自
校
調
理

方
式
」
で
あ
れ
ば
法
的
な
問
題
な

く
実
施
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

教
育
総
務
部
長　

「
セ
ン
タ
ー
調

理
方
式
」
は
、
複
数
校
の
給
食
を

一
括
で
調
理
す
る
た
め
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
効
率
的

な
作
業
や
衛
生
管
理
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
方
式
と
比
較
し

て
運
営
経
費
を
抑
制
で
き
る
。
し

か
し
、
用
地
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
給
食
調
理
施
設
は
建

築
基
準
法
上
、
「
工
場
」
扱
い
と

な
る
た
め
、
市
街
化
区
域
で
建
築

す
る
場
合
、
用
途
地
域
の
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
建
築
基
準

法
の
個
別
許
可
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
「
親
子
方
式
（
小
学
校
で

中
学
校
の
給
食
を
調
理
）」、「
自

校
方
式
」
い
ず
れ
の
方
式
で
も
、

学
校
敷
地
内
で
の
用
地
確
保
等
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
引
き
続

き
実
現
可
能
な
実
施
方
法
を
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
ご
み
広
域
処
理
施
設
に
お
け
る
環

　

境
悪
化
に
つ
い
て

　
　

大
気
汚
染
の
お
そ
れ
／
水
質
汚

　
　

染
の
お
そ
れ
／
近
隣
地
域
に
お

　
　

け
る
住
生
活
環
境
悪
化
の
お
そ

　
　

れ

○
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

　

れ
る
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

　
　

保
険
料
滞
納
世
帯
へ
の
対
応
／

　
　

乳
幼
児
及
び
子
ど
も
に
対
す
る

　
　

医
療
費
助
成
の
目
的
と
考
え
方
／

　
　

無
料
低
額
診
療
事
業
に
対
す
る

　
　

市
の
対
応

○
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
に
向
け

　

た
課
題
に
つ
い
て

　
　

都
市
計
画
に
お
け
る
給
食
調
理

　
　

施
設
の
考
え
方
／
給
食
調
理
業

　
　

務
に
お
い
て
市
の
責
任
を
ど
う

　
　

果
た
す
の
か

議
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「
公
共
下
水
道
計
画
区
域

見
直
し
案
」
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
に
お
い
て
公
共
下
水
道
を
整

備
し
な
い
地
域
が
明
示
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
集
落
が
そ
の
対
象
地

域
に
な
っ
て
い
る
。
整
備
区
域
を

縮
小
す
る
理
由
は
何
か
。

下
水
道
部
長　

国
に
お
い
て
「
今

後
の
汚
水
処
理
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
「
未
普
及

地
域
を
多
く
残
す
自
治
体
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
な
ど
他
の
汚
水
処

理
施
設
と
連
携
し
、
概
ね
10
年
間

で
概
成
を
目
指
す
」
と
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
も

長
期
整
備
区
域
の
事
業
完
了
に
は
、

今
後
30
年
以
上
を
要
す
る
た
め
、

現
在
の
整
備
計
画
区
域
を
見
直
し
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度

を
拡
充
す
る
こ
と
で
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
汚
水
処
理
を
早
期
に
実

現
し
、
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
下
水
道
の
整
備
区
域
の
見
直
し
に

　

つ
い
て

　
　

下
水
道
整
備
の
周
辺
市
町
と
の

　
　

比
較
／
整
備
完
了
時
期

○
東
西
市
民
病
院
の
統
合
・
再
編
に

　

つ
い
て

　
　

病
院
の
統
合
・
再
編
に
対
す
る

　
　

市
民
の
声
／
医
療
関
係
者
か
ら

　
　

の
声
／
厚
労
省
が
す
す
め
る
急

　
　

性
期
医
療
の
ベ
ッ
ド
数
削
減

○
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
つ
い
て

　
　

ご
み
資
源
化
へ
の
方
針
／
大
型

　
　

焼
却
炉
の
必
要
性
／
ご
み
ゼ
ロ

　
　

ウ
ェ
イ
ス
ト

○
集
落
内
道
路
の
拡
幅
整
備
と
対
策

　

に
つ
い
て

　
　

幅
員
2.0
㍍
程
度
の
道
路
拡
幅
に

　
　

対
す
る
考
え
方
／
集
落
周
辺
で

　
　

の
公
共
駐
車
場
設
置
を
求
め
る

　
　

こ
と

　
議
員　

市
立
幼
稚
園
の
４
歳
児
学

級
に
つ
い
て
は
、
多
い
と
こ
ろ
で

は
26
人
の
抽
選
も
れ
が
あ
る
な
ど
、

一
学
級
に
迫
る
数
の
待
機
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
の
解
消
の
た
め
、

４
歳
児
学
級
の
増
設
を
行
う
考
え

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め

に
は
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
が
発
生

す
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長　

市
南
東
部
を
中

心
に
定
員
を
超
え
る
入
園
希
望
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

一
方
で
、
定
員
に
満
た
な
い
園
も

あ
り
、
そ
う
し
た
園
で
は
、
市
内

全
域
を
対
象
に
２
次
募
集
、
随
時

募
集
を
行
う
な
ど
、
市
内
全
体
の

中
で
入
園
希
望
に
応
え
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、

福
祉
部
と
連
携
し
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
法
人
の

保
育
園
及
び
幼
稚
園
も
含
め
た
市

全
体
で
の
４
歳
児
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

ク
ラ
ス
増
設
を
行
う
場
合
の
標
準

的
な
コ
ス
ト
は
１
ク
ラ
ス
あ
た
り

の
机
・
イ
ス
等
の
備
品
購
入
費
約

150
万
円
の
ほ
か
、
人
件
費
等
の
様

々
な
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
。ま

た
、プ
レ
ハ
ブ
園
舎
が
必
要
な
場

合
に
は
、
さ
ら
に
約
１
８
０
０
万

円
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
自
治
体
と

　

し
て
の
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ

　

い
て

　
　

待
機
児
童
問
題
の
分
析
と
今
後

議
員　

こ
の
度
、
国
会
で
可
決
さ

れ
た
介
護
保
険
制
度
改
正
案
で
は
、

要
支
援
者
が
利
用
し
て
い
る
訪
問・

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
予
防
給
付

か
ら
切
り
離
し
、
市
町
村
事
業
へ

と
移
行
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
大

き
く
後
退
す
る
可
能
性
は
な
い
の

か
。

福
祉
部
長　

要
支
援
者
向
け
の
訪

問
・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、平
成
29
年
４
月
ま
で
に「
介

護
予
防
給
付
事
業
」
か
ら
「
地
域

支
援
事
業
」
へ
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、

第
６
期
加
古
川
市
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
指
針
に
基
づ
い

て
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

際
、
現
行
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
円
滑
に
移

行
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
や
介
護

者
の
ニ
ー
ズ
等
の
意
向
調
査
を
実

施
し
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

　

つ
い
て

　
　

市
町
村
の
保
育
実
施
責
任
／
保

　
　

育
事
業
へ
の
企
業
参
入
の
問
題

　
　

点
／
認
可
保
育
所
の
増
設

議
員　

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
の
運
用
は
、
市
町
村
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
つ
い

て
は
、
市
の
方
針
次
第
で
、
地
域

福
祉
が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
法
律
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
た
り
の
本
市
の
解
釈

は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
は
、
法
に
よ
る
規
定
を

「
法
の
目
的
」
や
「
実
施
事
業
」

な
ど
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
と

ど
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
の
具
体

的
な
内
容
は
、
各
自
治
体
が
そ
の

地
域
特
性
に
合
わ
せ
て
決
め
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て

も
生
活
困
窮
者
の
個
々
の
状
況
を

把
握
し
、
自
立
に
必
要
な
支
援
の

実
施
や
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
準

　

備
状
況
に
つ
い
て

　
　

相
談
窓
口
の
総
合
化
／
社
会
福

　
　

祉
士
の
採
用
／
自
立
相
談
支
援

　
　

事
業
の
実
施
体
制
／
生
活
困
窮

　
　

者
の
対
象
者
像
、
把
握
方
法
及

　
　

び
支
援
の
現
状
／
支
援
の
必
要

　
　

な
人
を
一
元
化
す
る
こ
と
／
生

　
　

活
困
窮
者
の
早
期
発
見
・
早
期

　
　

支
援
／
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

　
　

法
の
任
意
事
業

セ
ン
タ
ー
調
理
方
式
の

　

法
的
問
題
点
に
つ
い
て

　
　
　
井
上
　
津
奈
夫
　
議
員

市
立
幼
稚
園
の
４
歳
児
学
級

　

の
増
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
中
村
　
亮
太
　
議
員

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

市
と
し
て
の
解
釈
に
つ
い
て

　
　
　
　
木
谷
　
万
里
　
議
員

公
共
下
水
道
の

整
備
方
針
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
岸
本
　
建
樹
　
議
員

犯
罪
被
害
者
が

抱
え
る
課
題
や
必
要
と

さ
れ
る
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　
松
本
　
裕
一
　
議
員

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

訪
問
・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　

市
町
村
事
業
へ
の
移
行

　
　
　
　
高
木
　
英
里
　
議
員

が
い
せ
い 一 般

質 問
　

５
月
19
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
７
人

の
議
員
が
壇
上
に
立
ち
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
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議
員　

樽
本
市
長
が
次
期
市
長
選

に
お
け
る
後
継
指
名
を
行
っ
た
こ

と
は
、
現
体
制
の
肯
定
を
前
提
と

し
、
今
後
も
そ
の
維
持
を
意
図
し

た
も
の
で
は
な
い
の
か
。

企
画
部
長　

後
継
指
名
に
つ
い
て

は
、
市
長
が
自
ら
の
政
治
信
条
に

基
づ
き
、
今
後
の
市
政
を
託
す
こ

と
の
で
き
る
人
物
を
自
ら
の
判
断

に
よ
り
、
指
名
さ
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
加
古
川
市
幹
部
職
員
汚
職
事
件
に

　

つ
い
て

　
　

汚
職
事
件
の
本
質
的
な
問
題
点
／

　
　

本
質
的
な
問
題
改
善
へ
の
進
捗

　
　

状
況
／
汚
職
事
件
は
完
全
終
結

　
　

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
／

　
　

情
報
漏
え
い
事
件
の
処
分
は
適

　
　

正
で
あ
っ
た
の
か
／
次
期
市
長

　
　

に
望
ま
れ
る
も
の
は
何
か

○
監
査
委
員
監
査
に
つ
い
て

　
　

住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
ど
の

　
　

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
／

　
　

監
査
委
員
が
、
海
外
渡
航
の
公

　
　

費
負
担
の
適
否
を
判
断
す
る
際

　
　

の
基
準
／
復
命
書
の
提
出
／
監

　
　

査
委
員
２
名
で
の
監
査
は
、
監

　
　

査
機
能
を
弱
め
る
こ
と
に
な
っ

　
　

て
い
な
い
か
／
現
在
の
監
査
委

　
　

員
選
任
の
あ
り
方
に
問
題
は
な

　
　

い
の
か
／
外
部
監
査
導
入
へ
の

　
　

考
え
／
市
長
が
、
元
監
査
委
員

　
　

の
辞
任
を
認
め
た
理
由

○
樽
本
市
長
の
最
後
の
政
治
姿
勢
に

　

つ
い
て

　
　

３
期
12
年
間
の
「
尾
上
公
園
」

　
　

と「
権
現
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」

　
　

へ
の
取
り
組
み
／
加
古
川
下
流

　
　

域
下
水
道
事
業
協
定
書
に
示
さ

　
　

れ
て
い
る
「
事
業
費
の
少
な
く

　
　

と
も
25
㌫
を
地
元
の
環
境
整
備

　
　

の
た
め
に
使
わ
れ
た
い
」
と
の

　
　

文
言
は
、
今
で
も
有
効
で
あ
る

　
　

の
か
／
こ
れ
ま
で
地
元
の
環
境

　
　

整
備
に
使
わ
れ
た
費
用
と
、
流

　
　

域
下
水
道
事
業
の
費
用
の
額
／

　
　

「
尾
上
公
園
」
に
つ
い
て
、
将

　
　

来
の
方
向
性
を
示
す
と
は
ど
う

　
　

い
う
こ
と
で
、
任
期
中
に
そ
れ

　
　

は
可
能
か
／
「
尾
上
公
園
」
と

　
　

「
権
現
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」

　
　

の
件
で
示
す
と
さ
れ
る
方
向
性

　
　

は
、
新
市
長
の
政
策
を
制
限
す

　
　

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
／

　
　

１
年
余
り
の
間
、
副
市
長
を
選

　
　

任
し
な
か
っ
た
理
由

○
請
願
第
３
号

海
洋
環
境
整
備
事
業
の
充
実
と

体
制
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　

〈
全
会
一
致
〉

　

加
古
川
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正　
　
　

〈
全
会
一
致
〉

　

昨
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山

市
で
発
生
し
た
花
火
大
会
で
の

爆
発
事
故
を
踏
ま
え
、
対
象
火

気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

規
定
の
整
備
の
ほ
か
、
屋
外
催

し
に
係
る
防
火
管
理
体
制
の
構

築
を
図
る
た
め
、
大
規
模
な
催

し
を
主
催
す
る
者
に
対
し
て
、

防
火
担
当
者
の
選
任
、
火
災
予

防
上
必
要
な
業
務
の
計
画
の
作

成
等
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

　
災
害
対
応
特
殊
38
Ｍ
級
は
し
ご

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
製
造
請

負
契
約
締
結　

〈
全
会
一
致
〉

　

東
消
防
署
の
は
し
ご
付
消
防
自

動
車
の
更
新
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

請
負
金
額　

　

１
億
９
７
６
４
万
円

契
約
の
相
手
方

　

㈱
モ
リ
タ
大
阪
支
店

採
択
と
な
っ
た
も
の

な
か
や
ま　
　
ひ
ろ
し

 

く   

ぼ　

     

か
ず
と

加
古
川
市
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

中
山　
　

司

加
古
川
市
固
定
資
産
評
価
員

久
保　

一
人
（
東
神
吉
町
）
新
任

　

平
成
26
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
11
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
１
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
議
決
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議 

決

議 

決

条 

例

人 

事

契 

約

議会交際費を公開します

※議会交際費の支出内容を、市役所行政資
　料室（消防庁舎2階）で公開しています。
※原則として個人名は除きます。　　　　
　　　　　　

平成25年度議会交際費執行状況
　区　分　
慶弔せんべつ
賛 　 助
贈呈記念品
懇 談 接 遇
そ の 他
　合　計　

件数
50
1
2
0
5
58

  金額（円）
639,275
10,000
8,520

0
36,300
694,095

●●請願

議会インターネット録画配信
　平成23年第４回定例会以降の
代表質問及び一般質問の模様を、
インターネット上で録画配信し
ております。詳しくはホームペ
ージをご覧ください。
◎議会インターネット録画配信
　システムのＵＲＬ
http://www.kakogawa-city.
stream.jfit.co.jp/

市議会 会議録検索システム
　インターネットにより、平
成13年第１回定例会から平成
26年第１回定例会までの本会
議（定例会・臨時会）の会議
録が閲覧・検索できます。
◎会議録検索システムの
　ＵＲＬ
http://www.kensakusystem.
jp/kakogawa/index.html

海洋環境整備事業の充実と体制拡充を求める意見書
　今、国の事業として進められている海洋環境整備事業は、海上の浮遊ゴミや油の回収により船舶の

航行の安全を守り、海洋の豊かな自然環境を維持している、住民の生活や安全に欠かせない重要な国

の役割です。ここ、瀬戸内海においても船舶事故などによる油流出事故が相次いでおり、油防除体制

の強化や海面浮遊ゴミ・油回収船の体制の充実が求められています。

　また、2011年３月11日に発生した東日本大震災においては、海洋環境整備事業に従事する国の船舶

が、震災の翌日から災害支援物資を積み込み、海上から各被災地の港に運び入れました。また、４隻

が約１ケ月間にわたり海上浮遊物の回収作業にあたり、港湾機能の復旧に大きな役割を果たしました。

このような、東日本大震災の教訓をもとに、2013年６月には「港湾法」が改正され、非常災害時にお

ける、港湾機能の早期維持・復旧の国の役割が改めて定められています。

　今年、１月には三大湾（東京湾・伊勢湾・大阪湾）がその国の役割としての対象に指定されたとこ

ろであり、今後、南海トラフ巨大地震などの防災対応が急がれるもとで、三大湾以外の瀬戸内海や関

門航路においても、非常災害時に国の責任と役割として、早急に指定されることが重要です。

　瀬戸内海は、閉鎖された海域で貴重な漁業資源の宝庫でもあり、大小無数の島々が存在する美しい

自然環境を有しています。古来より人の営みの基礎として海上交通の発展してきた地域でもあり、現

在も数多くの船舶が航行しています。こうした、自然や物流の機能を次世代に継承していくためにも、

海洋環境整備事業の充実とそれを担う、直轄・直営船舶の運航体制の拡充が必要です。

　つきましては、下記の内容について実現していただくよう強く要望いたします。

記

１　海洋の環境と船舶航行の安全を守る、海洋環境整備事業を国の役割として充実すること。
２　非常災害時に国民生活を守るため、緊急支援物資の輸送や港湾機能の維持・早期復旧を行う国の
　　防災体制を拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年５月23日
兵 庫 県 加 古 川 市 議 会

議 長　大 西　健 一
提出先：内閣総理大臣、総務大臣、環境大臣、国土交通大臣

意 見 書
　本定例会で、意見書案3件が提出され、そのうち2件が原案のとおり可決
されました。この意見書は、直ちに関係機関へ送付されました。

第2回市議会定例会における議決等の件数
区分

市長提案

議員提案

合計

条例

6

0

6

予算

1

0

1

契約

2

0

2

人事

2

0

2

請願

1

意見書

0

3

3

合計

11

3

14

樽
本
市
長
の
次
期
市
長
選
に

お
け
る
後
継
指
名
に
つ
い
て

　
　
　
　
末
澤
　
正
臣
　
議
員


